
障害のある方の「働く」を考える
～合理的配慮による企業の活性化～
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CuxxiyJckH9

電話、メールでもお申込み

いただけます。

　2026年7月に法定雇用率が2.7%に引き上げられる予定と

なっており、障害がある方の雇用がますます広がってい

きます。その中で安定した雇用体制を築き、障害のある

方が長く働け、キャリアを描けるようにするための方法

の一つが『合理的配慮』であると考えられます。

　今回は障害者雇用を進めるポイントの一つである合理

的配慮に焦点を当て、障害のある方が働きやすい環境づ

くりと企業の活性化を図っていくために、どのように合

理的配慮を取り入れているのか、事例を交えて考えてい

きます。

流 会

木

14:00～16:30
受付13:30

千代田区役所４階　401・402会議室

会場35名　オンライン50名
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「障害者の戦略的雇用

　～人的資本戦略としての

　合理的配慮～」

「戦力としての障害者雇用」
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